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20112011年年33月期（第月期（第8585期）決算説明期）決算説明会会

蛇の目ミシン工業株式会社

2011年5月19日

本資料で記述されている計画・予測等は、当社が現時点で入手可能な情報から得られた
判断に基づいておりますが、潜在的なリスクや不確実性を含んでおります。
そのため、実際の業績は、様々な要因により記述されている計画・予測等とは、大きく
異なる結果となる可能性があることをご承知おきください。
なお、実際の業績に影響を与え得る重要な要因には、当社の事業を取り巻く経済環境、
市場動向、為替レートの変動等が含まれます。

東日本大震災に対し謹んでお見舞い申し上げます。

このたびの東日本大震災により被害を受けられた皆様に、
心よりお見舞い申し上げます。

一日も早く復興されますよう、お祈り申し上げます。
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１．2011年3月期 業績概要

２．2012年3月期 計画
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２．2012年3月期 計画
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業績概要
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営業利益

営業利益率

経常利益率

経常利益

為替レート（円/ＵＳ＄）

当期純利益

売上高

単位：百万円

リーマンショック後、２期連続で増益リーマンショック後、２期連続で増益
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セグメント別3ヵ年比較
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※ セグメント間取引消去は含まない
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四半期別推移【売上高】
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四半期別推移【営業利益】
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単位：百万円

※ セグメント間取引消去は含まない
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単位：百万円

営業利益の増減要因

10年3月期

１,３４１ ２,１１５

11年3月期

0

売上高増に
よる粗利増

原価低減

経費節減売上高増に
よる経費増

１４０

△４０

０

△３００

９７０

為替影響

為替は円高に振れたが、採算性の良い新機種投入効果により原価低減。為替は円高に振れたが、採算性の良い新機種投入効果により原価低減。

７７４百万円の増益
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貸借対照表の状況

純資産の部

負債の部

資産の部

負債・純資産合計

純資産合計

その他

利益剰余金・自己株式

資本金

負債合計

固定負債

流動負債

資産合計

固定資産

流動資産

△ １,８９０３４,９７３３６,８６３

－１１,３７２１１,３７２

２,１３９１８,０３６１５,８９７

△ ４,０２９１６,９３７２０,９６６

７６２△ ２,４９９△ ３,２６１

△ １,４２２４９,０９０５０,５１２

△ ６４６２９,７０４３０,３５０

５０,５１２

１３,６４９

５,５３７

２０,１６２

2010年3月期

期末
増減

2011年3月期

期末

△１,４２２４９,０９０

４６７１４,１１６

△ ２９５５,２４２

△ ７７７１９,３８５

単位：百万円
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キャッシュ・フロー計算書

単位：百万円

６,７９２６,８６９現金及び現金同等物の期末残高

△ ８４１,２２３たな卸資産の増減
１５４６７４仕入債務の増減

９２６９８２減価償却費

財務活動によるキャッシュ・フロー

投資活動によるキャッシュ・フロー

営業活動によるキャッシュ・フロー

財務活動によるキャッシュ・フロー
その他

有利子負債の増減

投資活動によるキャッシュ・フロー
その他

有形固定資産の売却

営業活動によるキャッシュ・フロー
その他

税金等調整前当期純利益

△ ７８９１５３

△ １,８０６△ １,６７４

△ ９７４△ ５６９
１８５７２１

２,７１０３,５４３
３４３△ ３８６

△ １,６９２
△ １８

１,０４７

2010年3月期 2011年3月期

△ １,８７８
△ ７２

１,３７１
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財務計数（中期経営計画比・初年度）

1.0P5.94.93.8（％）(参考）営業利益率

△ 3321324332（億円）損益分岐点売上高

△ 0.11.81.9 1.9 (月）棚卸資産回転期間

3.1P11.78.67.3（％）ROE(自己資本経常利益率）

-0.5P3.23.71.9（％）ROA(総資本経常利益率）

-1.3P27.729.025.9（％）自己資本比率

△ 19713,60313,80013,060(百万円）自己資本

1.96.54.67.1(倍）ｲﾝﾀﾚｽﾄｶﾊﾞﾚｯｼﾞﾚｼｵ

0.46.56.17.8(年）債務償還年数

0.21.41.21.6(倍）D/Eレシオ

1,75919,15917,40021,073(百万円）有利子負債

差異実績中期計画実績

2011年3月期2010/3期
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１．2011年3月期 業績概要

２．2012年3月期 計画
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中期経営計画進捗状況（初年度）

36,09437,000
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売上高

単位：百万円

1,800

1,200

800

2,115

1,592

799
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1 ,000

2 ,000

営業利益 経常利益 当期純利益

計画 実績

売上高は円高（90円→85円）の影響もあり、計画より下回ったが、

利益は計画達成。

売上高は円高（90円→85円）の影響もあり、計画より下回ったが、

利益は計画達成。
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今期見通し

為替レート
（円ＵＳ＄） 85.00 85.00 80.00

営業利益率 5.8% 6.1% 4.4%

10,000

20,000

30,000 3,000

2,000

1,000

売上高 利益

単位：百万円

１,９００
２,３００

３８,０００

目標

１,８００
２,２００

３８,０００

中期経営計画

△８００１,１００経常利益

△７５０１,５５０営業利益

△２,５００３５,５００売上高

影響想定

2012年3月期
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単位：百万円

為替および震災影響による営業利益の減少要因

中計
２,２００

【家庭用ミシン】

・付加価値の高い機種に使用している、

マイコンの調達不足

＜対策＞

⇒今期投入予定の新機種分を優先

⇒コネクターは代替品で対応

【産業機器製品】

・マイコンの調達不足

・ドライバーモーター部品の調達不透明

＜対策＞

⇒マイコン基盤の設計変更

【夏場の節電対策】

・東京工場の成型、プレス部門の停止、

６月までの作りだめで対応

【家庭用ミシン】

・付加価値の高い機種に使用している、

マイコンの調達不足

＜対策＞

⇒今期投入予定の新機種分を優先

⇒コネクターは代替品で対応

【産業機器製品】

・マイコンの調達不足

・ドライバーモーター部品の調達不透明

＜対策＞

⇒マイコン基盤の設計変更

【夏場の節電対策】

・東京工場の成型、プレス部門の停止、

６月までの作りだめで対応

〔2012年3月期〕

目標
２,３００

影響想定
１,５５０

1,000

2,000

ミシン部品
影響

△４００ 産機部品
影響

△１５０ 為替
影響

△２００

△７５０
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財務計数

0.11.8 △ 0.11.7 1.8(月）棚卸資産回転期間

-4.7P8.10.3P12.812.5（％）ROE(自己資本経常利益率）

-1.4P2.3-0.1P3.73.8（％）ROA(総資本経常利益率）

-1.1P28.3-1.0P29.430.4（％）自己資本比率

△ 80013,80020014,60014,400(百万円）自己資本

△ 0.64.90.15.55.4(倍）ｲﾝﾀﾚｽﾄｶﾊﾞﾚｯｼﾞﾚｼｵ

2.48.80.86.45.6(年）債務償還年数

-1.30.21.31.1(倍）D/Eレシオ

20018,5501,75018,35016,600(百万円）有利子負債

差異※影響後差異目標中計

2012年3月期
影響想定

2012年3月期

※影響想定の差異は目標との差異
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セグメント別比較

28,982 29,800 27,900

4,225
5,000

4,400
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3,200

3,200
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40,000

1,676 1,740

1,140

350

444
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60

49
60
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1 ,000
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3 ,000

単位：百万円家庭用機器 産業機器 その他

売上高 営業利益

36,094
38,000

35,500

2,115
2,300

1,550

11年3月期 12年3月期

【実績】 【目標】 【影響想定】

11年3月期 12年3月期

【実績】 【目標】 【影響想定】

※ セグメント間取引消去は含まない
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家庭用機器事業

〔海外ミシン販売〕

・チリに「南米統括事務所」を設置。（2011年4月1日）

南米市場における拡販施策の展開と、現地販売支援を強化。

⇒目標１３万台

・USHA社との長期業務提携に基づくインド市場での販売強化。

⇒目標１２万台

・新機種（特に最高級機種）の市場投入。

・ｼﾞｬﾉﾒ ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄの開催(米ﾌﾛﾘﾀﾞ州ｵｰﾗﾝﾄﾞ）

〔国内ミシン販売〕

・製品ラインアップの再構築と、多様な販売チャネルの強化。

・JFC（ｼﾞｬﾉﾒ・ﾌｧﾐﾘｰ・ｸﾗﾌﾞ）の活性化。
（現時点で５地区計５９の代理店が加盟）

〔海外ミシン販売〕

・チリに「南米統括事務所」を設置。（2011年4月1日）

南米市場における拡販施策の展開と、現地販売支援を強化。

⇒目標１３万台

・USHA社との長期業務提携に基づくインド市場での販売強化。

⇒目標１２万台

・新機種（特に最高級機種）の市場投入。

・ｼﾞｬﾉﾒ ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ ｲﾝｽﾃｨﾁｭｰﾄの開催(米ﾌﾛﾘﾀﾞ州ｵｰﾗﾝﾄﾞ）

〔国内ミシン販売〕

・製品ラインアップの再構築と、多様な販売チャネルの強化。

・JFC（ｼﾞｬﾉﾒ・ﾌｧﾐﾘｰ・ｸﾗﾌﾞ）の活性化。
（現時点で５地区計５９の代理店が加盟）
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0
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ミシン売上台数推移

単位：万台

174万台 176万台 178万台180万台

11年3月期10年3月期 12年3月期

【目標】 【影響想定】

海外 国内
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産業機器事業

・上海に現地拠点を設立。（2011年4月29日設立申請認可）

中国市場におけるサービス強化と販売拡大。

・廉価版卓上ロボット、直交ロボット、JP-Sシリーズの製品ライン

アップ拡充。

・ねじ締め、ボードカッター分野における卓上ロボットの販売拡大。

・海外販売会社の活動強化と本社のバックアップ体制の充実。

・上海に現地拠点を設立。（2011年4月29日設立申請認可）

中国市場におけるサービス強化と販売拡大。

・廉価版卓上ロボット、直交ロボット、JP-Sシリーズの製品ライン

アップ拡充。

・ねじ締め、ボードカッター分野における卓上ロボットの販売拡大。

・海外販売会社の活動強化と本社のバックアップ体制の充実。
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ロボット・エレクトロプレス売上台数推移
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11年3月期10年3月期 12年3月期

【目標】 【影響想定】

エレクトロプレスロボット
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生産部門・研究開発部門

〔東京工場〕

・生産レイアウト変更等による、産業機器製品の生産効率ＵＰ。（目標10％ＵＰ）

・海外部品調達率ＵＰ。（17％→目標25％）

・生産機種、製品を見直し、一部生産の台湾移管。

〔ジャノメ台湾〕

・ショートライン化の推進による生産性向上。

・塗装設備の導入等によるコストダウンの徹底。

・生産機種を見直し、低価格機種のタイ生産移管。

〔ジャノメタイランド〕

・調達部品コストの削減。

・2013年3月期での生産120万台体制構築へ向けた見直しと改善。

〔研究開発部門〕

・人員の拡充による開発スピードアップ。

・基礎研究開発の充実。

〔東京工場〕

・生産レイアウト変更等による、産業機器製品の生産効率ＵＰ。（目標10％ＵＰ）

・海外部品調達率ＵＰ。（17％→目標25％）

・生産機種、製品を見直し、一部生産の台湾移管。

〔ジャノメ台湾〕

・ショートライン化の推進による生産性向上。

・塗装設備の導入等によるコストダウンの徹底。

・生産機種を見直し、低価格機種のタイ生産移管。

〔ジャノメタイランド〕

・調達部品コストの削減。

・2013年3月期での生産120万台体制構築へ向けた見直しと改善。

〔研究開発部門〕

・人員の拡充による開発スピードアップ。

・基礎研究開発の充実。
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蛇の目ミシン工業株式会社

今後ともご支援、ご鞭撻を賜りますよう、宜しくお願い申し上げます。


